
4地区整備計画1

4.地区別整備計画

江戸時代初期に宿場町として形成された中山市街地は、古くから商庖街組織や町会・自

治会等に由来する街区~ブロック単位のまとまりをつくって、商業者や住民自らまちを運

営してき疋歴史があります。中山市街地の再生にあたっても、街区~ブロック単位の主体

的な取組によってその揚所の特徴を活かレだまちづくりを展開することが重要です。

本計画の策定にあたっては、「甲州街道地区Jr北口地区Jr京王地区Jr南口地区Jの4
地区で「地区別勉強会」を開催レていますがく2-3(4)参照〉、以下では、ここによ記の各

地区を結びつけ、まだ各地区ヘ来f若者を運ぶ五関口となっている「八王子駅周辺地区」を

加えた5つの地区別に、商業者や住民、地権者の方々の考えやより細かな工リ?の土地利

用や建築物・都市基盤の状況を反映したまちづくりの目標と、各地区に特徴的な地区整備

の方針(戦略①~④に対応するものを抽出〉を示します。
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4地区整備計画1
4-1 八王子駅周辺地区

~八王子の玄関口にふさわしい快適なにぎわいのまちづくり~

(1 )まちづくりの目標

広域から来街者を集め、周辺のまちにいざなう中山市街地の玄関口として、大規模商業や

業務機能、社会教育機能を擁する都市中山拠点の機能に加え、各地区へ快適にアクセスでき

る交通結節点機能の一層の強化を目指します。

(2)まちづくりの方針

~ 中/~\市街地の五関口にふさわしい集客機能を持った良好な施設整備を誘導し、老朽建築物

の更新や1~未利用地の有効活用を図ります。

。北口駅前広場西側の街区では、建築物の更新等にあわせてペデストリアンデッキの延仰整
備を検討し、周辺の建物との接続の改善や各地区とのアクセス性の向上を図ります。

。北口駅前広場東側では、旭町・明神町地区における産業交流拠点の整備等と併せペデスト
リアンデッキの整備を行い、立体的な回避空間を確保することで、公共交通等と錯綜する

ことなく京王地区の来街者が西側の北口地区ヘ安全 ・ 安/~\に回避できるよう配慮し、拠点

整備の苅果を周辺の地区に十分波及させるよう配慮します。

。地上レベルでは北口駅前広場の再整備について横討を行い、公共交通による駅へのアクセ
ス性の向上や南北の回避性の向よ、滞留空間の創出等を図ります。

《参考》地区別勉強会で出されたアイディア

~ペデストリアンデッキを西版射線ユーロードまで延伸し、多面的なイベントを開催

+現在ある南北自由通路の他に南北をつなぐデッキの建設
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(3〉整備イメージ

⑧ 玄関口にふさわしい集客機能を持った

良好な施股盤備の誘導

4地区整備計画 1

@ 建築物の更新や旭町・明神町地区の開発

にあわせたベデストリアンデッキの盤舗

⑮ 公共空間の盤備・活用によるまちの回避性向上と滞留空間の創出
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4地区整備計画1
4-2 北口地区

~人とまちなみに八王子らしさが感じられる回避 ・滞留 ・変流のまちづくり~

(1 )まちづくりの目標

申l白市街地のにぎわいの中山となる地区として、商業・業務機能のほか、文化芸術・交

流・居住など様々な都市機能力T集まる魅力的な界隈の形成を目指レます。特に、八王子が

誇る歩行空間である西放射線ユーロードを中山に、沿道の公園等の再整備により滞留拠点

を確保するなど、周辺地I或もさめた面的な歩行者空間の形成により、まちの将来像である

「酉放射線ユーロードを中山とした、八王子の顔となる回避 ・滞留まちづくり(歩くほど

美味しいを発男できるまち)Jの実現を図ります

(2)まちづくりの方針

。 西放射線ユーロードでは、八王子が誇る歩行者専用道路である西放射線ユーロードの魅力をー

層高めるため、道路空間の積極的な活用や沿道の公園の再整備により歩行者の回避・滞留の拠

点の形成を図ります。

。 西放射線ユーロードの沿道では新たな庖舗の出庖や休憩施設の確保、建替えにあわせた空地の

確保などの誘導を図ります。

。 子安神社通りの景観舗装整備により東西方向の回避性の向上を図るとともに、細街路の景観舗

装整備や交通規制の導入により、安全で快適な歩行空間の形成を図ります。

~ 西放射線ユーロード入口や駅前広場に接する街区では、敷地の集約や小規模連鎖型の街区整

備、ペデストリアンデッキの延伸等を促進することにより、中山市街地の玄関口にふさわしい

集客機能を持つだ良好な施設の整備や老朽建築物の更新、 1~宋利用地の有効活用等を図りま

す。

。 西放射線ユーロード西側では、中町や三崎町の歴史ある商業エリアの風情を活かした魅力的な

界隈を形成するため、現在の街並みや道路幅員を基本に、既在建築物のリノベーションや共同

建替えなどによるテナントの更新と防災性の向上を促進します。

+ 基盤整備が+分でなく建築物の更新が適正に行われていない地域や細街路等の界慢性を保全
する地域については、街並み誘導型地区計画等により適切な街区更新を促進します。

~ 西放射線ユーロード東側では、中~大規模な建築物を活かして、にぎわいの拠点となるような

機能の導入、リノベーションの実施を促進レます。

。 まちの滞留と回避を促進するため、規模の大きな敵地で建築物の更新が行われる揚合には、都

市開発諸制度の活用により周辺の街路と連続性を持った広場やアトリウム、パサージュ等の整

備を誘導します。

《参考》地区別勉強会で出されたアイディア

~全域にベンチや植栽を配置し、来街者にやさしいおもてなしあふれる回避空間に

+まちの空き地、公園、駐車場を新たな集いの揚所に

。中町のまちづくりを参考に周辺地区でも歴史を活かしたまちづくりを展開
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〈3)整備イメージ

⑧⑮ 酉放射線ユーロードを輔とした回避・滞留拠点の形成

⑮ 風情を活かした魅力的な界隈の形成

。 リノベーションや共同種替え/街並み

誘導型地区計画讐による更新の爵導

⑧@敵地の集約や小規模連鎖型の街区盤備と、それに合せた公

共空間の聾備
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@ 子安神社通りの盤傭/細街

路盤備や斐通規制の導入

⑧⑮民間開発によるにぎわb

の導入等の促進や、それに併せた

広場やアトリウム等の盤備の誘導



4地区整備計画1
4-3 京王地区

~新たな交溝の場にふさわしい八王子の未来が見えるまちづくり~

(1 )まちづくりの目標

京王八王子駅を中山に性格の異なる市街地が集まる特徴を活かし、住み働き遊ぶことが

できる多様な都市機能が集積した複合市街地の形成を目指します。特に、旭町・明神町地区

における産業交流拠点の整備により新たな広域交流が生まれることによるrJ ¥主子の新しい
ことが生まれるまち」とレて、周辺においてち八王子の新レい顔にふさわしい、魅力的な施

設の誘導や都市基盤の改善、老朽化した建物の更新等を促進します。

(2)まちづくりの方針

。 旭町・明神町地区周辺では、産業交流拠点の整備にあわせて京王八王子駅を申I白とした商

業・業務機能の魅力の向上を図るとともに、老朽木造家屋の更新や住宅から他機能へのコ

ンパージョンの促進等により工リアの新しいイメージの形成を図ります。

。 産業交流拠点の整備と併せて整備される予定の都市型広場を中山に、イベントの開催や災

害時の拠点となるような八王子の新しい顔となる空間の演出を図ります。

。 旭町地区及び八王子駅周辺地区との聞にペデストリアンデッキを一体的に整備し、産業交

流拠点への来{若者を、公共交通等と交錯することなく、安全・安l白に周辺の地区にち回避・

誘導して拠点、の整備効果が波及するよう配慮します。

~ 京王八王子駅西側では、文化施設、病院、オフィスなどが立地する特徴を踏まえて既容の

業務機能の維持 ・強化するとともに、空き床については、まちに開いた文化・交流施設や

スタートアップ企業が入居する小規模オフィスなどの設置を誘導するリノペーションを促

進します。

。 子安神社や隣接する旭町・明神町周辺エリア・北口西ゾーンとの回避を促進するため、子

安神社通りの票観舗装整備を進めるとともに、規模の太きな敷地で建築物の更新が行われ

る揚合には都市開発諸制度の活用により周辺の街路と連続性を持った広場やアトリウム、

パサージコ等の整備を誘導レます。

。 京王八王子駅東側では、居住機能と生活支援機能の調和が取れた環境の保全を図ります。

。 緊急輸送道路に指定された甲州街道沿道を中仙に老朽化レた集合住宅等の耐震改修、建琶

えなどの支援により安全性の向上を図ります。

《参菩》地区別勉強会で出されたアイディア

。 コンペンションホールでの催し物と併せて都市型広揚や民閣の空き后舗や倉庫等を活用

したイベントを積極的に開催

。既容の公園や公開空地のグレードアップによる滞留空間の確保

。セットパックにより生まれたスペースにベンチや植栽を設置してまちを演出

+治安の良い夜の横丁と朝一広場
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(3)整備イメージ

⑧ 産業交溝拠点の盤備とこれにあわせた交流空間の盤傭

⑮ 子安神社通りの盤備

⑮ 広場やアトリウム等の藍舗の誘導

⑧⑧ 業務機能等の維持・強化

。 特定機能を誘導するリノベーションの促進

49 

⑧ 産業支流拠点盤備にあわせた

周辺地区の変清まちづくり


